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リハビリ  チーム医療で実現する

さくリハの好循環！
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地域で「選ばれる病院」を実現する

外来リハビリの好循環



さくリハ

患者さまの来院目的が外来リハビリ

最多来院患者さま数(開業当初の約3倍)

徹底した予約管理によるキャンセル率

常に新規患者さま



チーム医療の進化形

「シン・Careプロジェクトチーム」





地域とのつながりを再認識！

健康講座「SAKURA UP」





草野リハビリ部科長（PT）

「退院後、どうやって健康を維持したらいいの？」と

いう患者さまの声や、災害支援の経験から生まれた

「SAKURA UP」この活動は、地域の方々に健康を届け

るため、リハビリスタッフを中心に始まりました。

今では病院全体で3ヶ月に1回、健康講座を開催してい

ます。今後は高齢者だけでなく、子どもたちや、腰痛

に悩む現役世代にも対象を広げていく予定です。

この病院外での活動は、『ヒトとマチを元気に』とい

う病院の理念を体現するものです。そして、参加する

スタッフにとっても大きな成長の機会となっています。

「やりたい」と思ったことを実現できるサクリハの風

土を活かし、私たちはこれからも地域への貢献に挑戦

し続けます。

「SAKURA UP」：病院とマチをつなぐ健康づくり



堺リハビリ部部長（PT）

さくリハが最も大切にしているのは、地域における回

復期リハビリの「受け皿」としての責任を果たすこと

です。地域からの高い評価と多くの患者さまに支えら

れ、分野ごとの専門チーム制を導入し、質の高いリハ

ビリを提供できるスペシャリストの育成に力を入れて

います。また、「カフェタイム」や「高校生の職業体

験」といったユニークな取り組みを通じて、未来を見

据えた“人財育成”にも積極的に取り組んでいます。

今後は、医療保険でリハビリを受けられなくなった

「リハビリ難民」の方々を対象に、自費リハのような

新しいフォローアップ事業の立ち上げを検討中です。

「どうせやるなら楽しく」をモットーに、これからも

地域のリハビリをリードし続けます。

地域を支えるリハビリの「プロフェッショナル集団」へ



写真で紹介

マチと病院の境界が混ざり合うさくリハ



「高校生向け職業体験会」:長期的な人材確保に向けた挑戦

職業体験会の様子



院内でラジオ番組の公開収録！職員や患者さまも出演

サクリハ１Fの『畳ラウンジ』では、「エフエムやつしろ」のラジオ番組「ワイワイ編集局」の公開収録が行われています。そのうち、
５分間を桜十字オリジナル番組『聴くくすり』として、絶賛、放送中。職員や患者さまが出演しています。



シェアラウンジ

レターブースやライブラリがあり、入院患者さまだけではなく、お見舞いに来られたご家族や地域の方たちもくつろいでいます。



フィルカフェヤツシロ

フィル=フランス語で糸のこと。「病院とマチをつなぐ」を象徴するスペースになっています。



さくリハの挑戦は、

患者さま満足・
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